
味生地区タウンミーティングでいただいた意見等と市の回答
	☆
	項　目
	意　見　の　内　容
	対応可能性と

対応時期
	対応策または

不可能な理由等
	担当課

	1
	都市整備

教育
	通学路の安全対策について、

①北斎院第3号歩道橋の補修に
ついて
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	翌12月5日に現場を確認し、歩道橋を管理している愛媛県中予地方局へ点検及び補修を依頼し、愛媛県中予地方局でも12月6日に現場確認をしていただき、通常の維持管理の中で対応できるものについては、対応していただくとの連絡を受けています。
	道路管理課

川上　清
948-6469

	2
	都市整備

教育
	②新田高校前の信号について
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	翌12月5日に現場を確認しました。新田高校前を南北に横断する信号機の横断時間の設定が短いとのことでしたので、信号を管理している松山西警察署へ連絡し、12月中に信号制御の見直しにより、青信号の時間を4～6秒延長していただいています。

	道路管理課

川上　清
948-6469

	3
	都市整備

教育
	③新田高校周辺の歩道整備に
ついて
	■可　能

□対応済

■即時対応（年度内）

□次年度以降

■未定

□不可能

□その他
	道路の拡幅につきましては、沿線住民の方の用地提供も必要なことから、地権者の同意も含めた事業要望書を、水利組合もしくは町内会から提出していただく必要があります。なお、新田高校への説明にあたっては、市も同行しますので、道路建設課までご連絡ください。
当面の安全対策として、今年度中に横断歩道部分のカラー化を実施することとしています。
	道路建設課

一色　芳朗

948-6464
道路管理課

川上　清

948-6469

	4
	教育
	通学区域の弾力化を進めているが、子どもたちが出ていくと地域の行事に参加しづらくなり、地域で子どもを育てる環境が崩れてしまうという難しい問題を抱えている。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	現在運用されている校区の選択制は、保護者の学校を選択する機会の拡大や通学区域の弾力的運用に努めるよう、文部科学省から通知があったことを受け、平成13年に通学区域（校区）の市民アンケート調査を行ったところ、「校区については現在のままでよいが、通学距離や安全性の観点から通学区域については弾力的な運用を期待する」という意見が多数を占めたことから検討し、平成15年度入学児童から、「通学区域弾力化」制度により、住所地校区の学校よりも隣接する校区の学校のほうが通学距離が短く、安全に通学できる場合は、申請により通学する学校を選択できる「隣接校区選択制」、平成16年度転入学児童からは、ドーナツ化現象・少子化等により児童数が減少している、市内中心部の番町・八坂・東雲小学校において、市内全域から児童を募集する「全市域選択制」を開始したものです。
このように「通学区域弾力化」は、地域や学校の要望を受け、従来の校区制度を緩和したものです
通学区域の変更については、地域住民の方々と関係する学校からの要望がございましたら、現行制度に基づいて松山市通学区域調整審議会において慎重に審議されることとなります。
ご意見にございますように、学校校区の設定は地域コミュニティへ影響を及ぼす要因の一つともなっていますことから、地元において十分協議いただければと思います。
	学校教育課

竹田　憲和

948-6870


	5
	都市整備
	味生地区は道路環境が悪く、学校が集中し通学の自転車が多い。道路標示が薄くなっているところが多いので、きちんと表示してほしい。
	■可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

■未定

□不可能

□その他
	路面の標示につきましては、横断歩道や停止線などの交通規制が伴うものは、公安委員会（警察）が管理し、路肩の白線や中央線などは国道、県道、市道それぞれの管理者が管理しています。具体的な場所をご連絡いただければ、各所管の部署へ連絡し善処することとしています。
	道路管理課

川上　清
948-6469



	6
	教育
	津田中学校の環境について

①テニスコート横の民有地を学校用地にできないか。
②南校舎が木が茂り暗いので伐採してほしい。

③正門横の国有地を借り受けるなど、環境改善をしてほしい。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	①テニスコート横の民有地の買収③正門横の国有地の借地について、現在松山市では、耐震化が必要な校舎について順次、改修工事を進めており、厳しい財政状況の中、新たに土地の確保及び借地することは困難であると考えています。

②南校舎に影響している木の伐採については、伐採により擁壁への影響も考えられますので、この点も踏まえ、今後、検討してまいります。

また、改善策として、学校からの要望を踏まえ、校舎内の照明の増設等により学校環境の改善に努めてまいりたいと考えています。
	学習施設課

岡　健二

948-6873

	7
	教育
	空港通の集会所が狭いので、建てかえたいが、財政的支援は受けられないか。

	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	　集会所の建設に関しまして、公民館本館は市で整備していますが、分館については用地を地元で確保していただき、建物については工事費の25％を地元にて負担いただき、市で工事を行っています。

また、備品については、新設時の設備備品として50万円を限度に購入し（購入費の25％は地元負担）、食器等の什器類は、40万円を限度に新築のお祝いとして寄贈しています。
	学習施設課

岡　健二

948-6873

	8
	都市整備
	空港通には公園がない。10年前から市のほうにお願いしているが、どうなっているのか。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	現下の厳しい財政状況では、新たな公園整備は困難ですが、今後の社会情勢の変化も踏まえ、情報交換をしていきたいと考えています。
なお、公園整備についての要望については、地域の総意であることを確認するため、地域の意見を集約したうえで、町内会長等名での「要望書」という形でご提出をお願いしています。
	公園緑地課

竹本　勇

948-6497

	9
	下水道
	北斎院町に下水道を早く整備してほしい。
	■可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

■次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	下水道は、処理場に近い地域から整備しており、北斎院地区の宮前川東側の地域についても本管が整備されましたので、平成25年度より順次整備する予定としています。
	下水道整備課

白方　秀明

948-6544

	10
	支所
	味生支所は昭和50年建設で、老朽化し駐車場も狭い。新庁舎の整備をお願いしたい。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	　市では、耐震基準を満たしていないおそれのある支所の耐震診断を行っており、味生支所は、平成25年度に耐震診断を実施する予定です。診断の結果、耐震補強が必要と判断された場合には、補強や改修の工事を行うことになりますが、その場合でも、新築等により建物を大きくすることは、現在の財政状況では難しいと考えています。
	市民政策課

久保　健次

948-6333

	11
	福祉
	民生委員への個人情報の提供について
	■可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

■次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	高齢者がいる世帯に関する情報及び生活保護に関する情報は、高齢福祉課または生活福祉課が、要望に応じリストをお渡ししているほか、高齢者福祉サービス利用世帯の情報やひとり親家庭の情報については、要望に応じ、高齢福祉課または子育て支援課が個人別に提供しています。

また、身体障がい者または知的障がい者がいる世帯については、障がい福祉課が相談をお受けしています。

　また、災害時要援護者の情報提供については、現在石井地区をモデル地区として民生委員、自主防災組織等の地域組織に個人情報提供に関する取り組みを行いながら、行政としては広く情報を出していく手段を研究しています。
	【災害時要援護者の情報提供】

保健福祉政策課

兵頭　利彦

948-6823

【その他の

情報提供】

生活福祉総務課　
矢野　和喜

948-6397

	12
	都市整備
	南斎院公園の標示が消えているので直してほしい。
	■可　能

■対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	12月中に看板の補修を完了しました。
	公園緑地課

竹本　勇

948-6497



	13
	都市整備
	味生地区の教育の原点であるまごころ橋周辺の整備をお願いしたい。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	翌12月5日に現場を確認し、まごころ橋は幅員5メートル確保されており、安全性にも問題がないことを確認しました。なお、旧宮前川の今後の整備について、管理者である県へ問い合わせましたが、現在は計画がないとの回答をいただいています。
	道路管理課

川上　清
948-6469



	14
	都市整備
	建築後退部分にブロック塀や縁石を設置しているところがあるが、是正についてどういう対応をしているのか。
	■可　能

■対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	　建築後退部分への置石等への対応については、現場を確認し、土地所有者等に対し撤去等のお願いをしています。宮前地区ではタウンミーティングでの意見を受け、地域の皆さんのご協力もいただきモデル的に取り組み、一定の成果が見られましたことから、今後も、地域の皆さんのご協力をいただきながら取り組んでいきたいと考えています。

　なお、今回お知らせいただいた3カ所のうち、2カ所は問題がないもの、残る1カ所については、今後建てかえの際、建築後退が必要なものと認められました。

　また、お知らせいただいた老朽家屋については、現時点で倒壊等の危険があるとは認められませんでしたが、適切な維持管理が行われなければ、将来的には倒壊等が懸念されます。いずれも、個人の財産であり、所有者に改善を行っていただくことになりますので、今後、登記簿等により所有者等を確認し、皆様のご意見をお伝えするとともに建物の適切な維持管理をお願いしたいと考えています。
	建築指導課

崎山　昭三

948-6512



	15
	都市整備
	味生小学校西門横の橋について、子どもたちが安全に登下校できるよう、新しい橋に取りかえていただきたい。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	ご要望いただいた箇所については、タウンミーティング翌日の12月5日に現場確認をしたところ、橋そのものの安全性は確保されていると認められましたので、架けかえの必要性はないと考えられます。ただし、欄干の改良及び舗装の補修につきましては市で対応可能と思われますので、最寄りの土地改良区にご相談ください。
	農林土木課

仙波　直樹

948-6575




	16
	教育
	警報発令時の休校措置について
	■可　能

■対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

□その他
	暴風警報発令時には、市内の全校で休校や自宅待機等の措置を取ることとしていますが、大雨等の警報については、地域によって状況が異なるため、校区の実態に応じて、校長の判断で適切な措置を取ることとしています。現状として、日浦・五明・立岩など山間部では、台風同様、休校または自宅待機を原則としていますが、平野部では、学校長がその都度校区の状態を確認して判断しています。
	学校教育課

岡井　博之
948-6868

	17
	道路整備
	公民館前の道路について、一部狭いところがあり、建設当時からの懸案事項。道路が広がらないか。
	■可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

■未定

□不可能

□その他
	道路拡幅については、沿線住民の方々の用地提供も必要なことから、地権者の同意も含めた事業要望書を提出していただき、事業化に努めたいと考えています。
	道路建設課

一色　芳朗

948-6464

	18
	公民館
	公民館の駐車場を近隣で確保できないか。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	味生公民館は、児童館、デイサービスセンターとの複合施設となっており、約20台分と比較的余裕のある駐車台数が確保されています。
現在、松山市内の耐震化が必要な7公民館について、計画的に耐震化工事を進めているところであり、厳しい財政状況もあることから、新しい駐車場の確保は、現時点では困難な状況ですので、施設の利用が重なる時間帯などは混雑することもあると思いますが、ご理解ください。
	地域学習振興課

毛利　雄一朗
948-6918


	19
	防災
	味生地区にはコンビナートがあるが、コンビナート火災への備え、避難はどうなっているのか。
	□可　能

□対応済

□即時対応（年度内）

□次年度以降

□未定

□不可能

■その他
	コンビナート区域は、消防法や高圧ガス保安法などに加え、区域全体を石油コンビナート等災害防止法により規制しています。また、消防による立入検査を年間延べ400回以上実施して、施設の管理状況を確認するとともに、事故防止について指導しています。

容量1,000キロリットル以上の大規模な石油タンクのほとんどは、地震に耐えられるよう改修され、未改修のものも平成25年度末までに改修する予定です。これらが万が一漏れた場合もタンクの周囲に防油堤という囲いが設けられていて、事業所の外へ漏れないような対策を取っています。

また、高圧ガスについても、電動の緊急遮断弁やガス漏れ警報器が設置されていて、何重もの安全措置が講じられています。

万が一火災になった場合は、まず、事業所で組織する共同防災の化学車等により消火活動にあたります。次に、松山市消防局から昨年4月に発足した特殊消火隊の海水利用型消防水利システムなどの消防車を約20台出動させ対応します。なお、火災が大規模になった場合には、他の消防本部から応援に行くなど、万全の体制を整えています。
	消防局予防課

天野　成基

926-9217


8

